
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○　「わかる授業」を基盤とした基礎・基
本的な学習内容の確実な定着

〇　「授業中、めあてをもって学習し、学
習した内容を振り返ることができてい
る」と回答した児童80％以上

・ドリルタイムの効果的な活用や西部型授業
実践ができるよう、学力向上に関する提案
を行う。全国・県学習状況調査結果の分析
を行い、授業改善を共通理解する研修を行
う。

B

・夏季休業中に、全教職員で５，６年生の全国・県学習状況
調査結果の分析やドリルタイムの効果的な活用、西部型授
業実践の提案を行い、授業改善を共通理解したり個人の目
標を考えたりする研修を実施した。３学期は１～４年のCRT
学力テストを計画している。学力向上の取組についてさらに
提案していきたい。

B

・「学習内容の定着のために「わかる授業」の実践と授業改善に取り
組んでいる。」と回答した教職員は100％でよい結果だが、「授業中、
『めあて』をもって学習し、学習した内容を『まとめ・振り返る』ことがで
きている」と回答した児童は78％と差が見られ、児童の意識も学力
の成果としても、十分とは言えない。来年度は校内研とリンクさせ、
更に学力向上を図っていきたい。

B

・学習面では、多様な子どもたちがいる中で、
分かる授業として取り組んでいただいている
ことに感謝申し上げます。

学力向上コーディネーター
研究主任

〇　校内研究を中心とした授業改善に
向けた共通理解と共通実践

〇　「総合的な学習の時間・生活科の
学習が楽しい」と回答した児童80％以
上

・　学習指導要領に根差した学びや指導法、
学習過程等の共通理解を図り、研修を取り
入れることで授業実践を行う。 A

・計画的に、校内研の研修を行っている。まず全児童の
アンケートから課題を見つけていった。その課題をもと
に、２学期には、総合的な学習の時間と生活科の研究
授業を行い、活発に研究協議ができ、また講師の先生
からの指導助言をいただき、研修が深まった。

A
・後期も、計画的に校内研の研修を行うことができた。「総合
的な学習の時間・生活科の学習が楽しい」と回答した児童は
90％で、数値目標を超えることができた。「楽しい」と答えた理
由も「調べること」「考えること」「友達と関わること」「話し合う
こと」「まとめること」など、学習の質が高い内容が多く見られ
た。

A
学校の評価は適当で、その評価と同等であ
る。 学力向上コーディネーター

研究主任

●　児童が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇　心の教育に関するアンケートにおい
て、肯定的な回答をした児童８０％以上

・　ふれあい道徳の実施（9月）
・　道徳科の授業づくりや評価、人権・
同和教育の実践に関する校内研修等
を実施する。

A
・9月にふれあい道徳を実施し、本校の重点目標の内
容項目に関する授業や保護者とふれあいのある授業
を行うことができた。心の教育に関するアンケートにお
いて、肯定的な回答は９７％だった。引き続き、児童が
豊かな心を身に付ける教育活動を行っていきたい。

A
・伊西教研の資料を回覧したり、授業づくりや評価に関する
研修を行ったりすることができた。心の教育に関するアン
ケートにおいて、肯定的な回答は９２％だった。「感動する心」
に関するアンケート項目の肯定的な意見が低かったので、道
徳の授業の流れの工夫を行っていきたい。

A
学校の評価は適当で、その評価と同等であ
る。

道徳教育推進教師

●　いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○　教育相談及びいじめ防止等につい
て組織的な対応ができていると回答し
た教員80％以上

・　いじめ防止マニュアル等に基づいた未然
防止と早期発見による共通理解を図る。
・　毎週の連絡会で情報共有を図り、必要に
応じてケース会議を行い、職員全体で支援
体制を整える。
・　生活実態調査を年に２回実施し、児童の
状況を把握する。
・　教育相談月間で個人面談を実施し、児童
理解に努める。
・　教育相談だよりの発行により、スクールカ
ウンセラー等の教育相談の体制について、
児童や保護者に理解を促す。

B

・学期ごとの教育相談だよりやほけんだより等からＳＣ
来校日を児童保護者に伝えることはできているが中々
面談へ繋げることができていない部分もあった。児童
の共通理解については努めることができている為、引
き続き行っていきたい。
・教育相談及びいじめ防止等について組織的な対応が
できていると回答した教員が１００％だった。
・毎週の連絡会で情報共有を図ることができている。ま
た必要に応じてケース会議を行うことができている。
・教育相談月間で個人懇談を実施することで児童理解
ができている。

B

・毎週の連絡会で情報共有を図ることができた。ま
た必要に応じてケース会議を行うことができた。心
の健康観察を導入し、児童の日頃の悩みを聞く機
会を増やすことができた。
・学期ごとにSC来校日のお便りを発行することが
できた。しかし中々面談へとつなげることができな
かった。
・教育相談及びいじめ防止等について組織的な対
応ができていると回答した教員が100％で、「よく
当てはまる」の回答の割合を38％から61％に増や
すことができた。
・生活実態調査と個人面談を実施し、児童理解に
努めることができた。

B

・生活面について、学校だけでは難しい点もあることと
思います。地域全体でも取り組みたいと思いますので、
今後ますます連携して対応させてください。
・子どもたちのために、学力・心・健康など熱心に取り組
まれていることにとても感謝します。学校でこんなにも
熱心に子どもたちに寄り添い、また、正しく指導してい
ただいていることに、保護者の方がどれほど、理解・感
謝されているのだろうと思います。家庭それぞれの育
て方、環境も違うので、学校で取り組まれている子ども
にとって一番大切なことを保護者に理解してもらい、学
校と家庭が同じ方向性に行ってくれたらと願います。難
しいとは思いますが、子どもそして保護者への協力・教
育・支援が必要かと思います。

道徳教育推進教師
生徒指導
教育相談

◎　児童が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動。

●　「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した児童
80％以上
●　「将来の夢や目標をもっている」に
ついて肯定的な回答をした児童85％以
上

・　全教育活動を通して、自分の夢や目
標の実現を目指して意欲的に取り組も
うとする態度を育むキャリア教育を推進
する。
・　コミュニティースクールを活用し、学
校と地域が一体となった体験活動等に
より、郷土への誇りと愛情を育む。

B

・8７％の児童が先生に自分のいいところを認められて
いると回答した。引き続き、教員が児童一人一人の成
長を認め励まし、やる気につながる手だてをとりたい。
・７８％の児童が将来の夢や希望をもっていると回答し
た。コミュニティ・スクールの体制を少しずつ整え、地域
の力を借りながら、発達段階に応じた体験学習を仕組
み、地域への愛着を感じる活動を行っていきたい。

B

・１回目より若干ポイントは減ったが、8０％の児童が先
生に自分のいいところを認められていると回答した。今
後も教員が児童一人一人の成長を認め励まし、やる気
につながる手だてをとりたい。
・１回目よりもポイントが上がり８７％の児童が将来の
夢や希望をもっていると回答した。来年度はコミュニ
ティ・スクールや道徳教育を基盤として、未来への希望
をもつ子どもたちを育んでいきたい。

B

学校の評価は適当で、その評価と同等であ
る。

教頭

●　「運動習慣の改善や定着化」 ●　授業以外で運動やスポーツを行う
時間が１週間で420分以上の児童80％
以上

・　運動の楽しさを実感できる体育の授
業づくりを行い、学習との関連付けによ
り運動の日常化を図る。
・　縦割り班活動を通し、体を動かすこと
の楽しさを取り入れた活動を実践してい
く。

B

・62%の児童が1日に1時間以上運動していると回
答した。体育倉庫の道具を貸し出すことで、積極
的に外で遊ぶことにつながっていることもあるが、
外で遊ぶことに積極的でない児童も一定数おり、
固定化している様子が見られる。外で遊ぶよさや
体力向上、保健衛生的な観点でも伝えていきた
い。

B

・72%の児童が１日に１時間以上運動していると回
答した。前回と比較すると１０％上昇しているが、
まだ目標には届いていないので、今後も積極的に
外で遊ぶことを奨励していくとともに、授業改善や
用具の充実にも力を入れていきたい。

B

学校の評価は適当で、その評価と同等であ
る。

体育主任

○　望ましい食習慣と基本的生活習慣
の形成

○　朝食の大切さを伝え、朝食を摂って
登校する登校する児童を増やす。

・　生活実態調査を実施し、食育に対する意
識を向上させる。
・　ほけんだよりにて啓発する。 B

・毎日朝食を摂って登校している児童が７５％以上を超
えている。１００％に近づけるよう保健便りや給食時間
等引き続き啓発していきたい。 A

・朝食を摂って登校する児童が９２％と増えている.。１０
０％になる為、引き続き保健指導を通して食、朝食の大
切さを伝えていきたい。 A

学校の評価は適当で、その評価と同等であ
る。 給食担当

食育担当

●　業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●　教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。
　　　　　　（月４５時間、年間３６０時間）

・毎週金曜日を定時退勤日とし、17時
施錠を原則とする。
・働き方改革の意義をGW明けに職員全
体に説明し、一人一人が自分の仕事の
やり方を見直し、組織の中の一人として
働き方改革を実施することを確認する。

B

・毎週水曜日を定時退勤日として再提案し、１１月より
実施することにした。
・引き続き、日頃より職員全体に定時退勤の推奨、仕
事だけではなく、自分の時間の確保の大切さを伝えて
いく。
・時間外在校等時間の上限を超えている職員が数名い
るため、業務内容等の確認、見直し等を図りたい。

B

・毎週水曜日を定時退勤日として進めており、水曜に限
らず週に１回は１７時～１８時に退勤するよう促してい
る。水曜日は８０％の職員が１８時までに退勤してい
る。
・時間外在校等時間の上限を超えている職員が数名い
るため、業務内容等の確認、平等な校務分掌の振り分
けを図りたい。

B

学校の評価は適当で、その評価と同等であ
る。

教頭

○成績二期制に相応した学校行事や
会議等のスリム化を図る。

〇１つ以上の精選及び１つ以上のスリ
ム化を行う。

・事後の反省をもとに振り返りを行い、
改善策を考え、PDCAサイクルを機能さ
せる。
・ICT機器を使い、時間短縮を図る。

B

・アンケート調査による働き方に対する改善が図れたと
答えた職員は、７５％だった。今後、時間外勤務になっ
ている育友会活動や交通指導、保護者対応への代替
時間の確保を進めていきたい。

B

・アンケート調査による働き方に対する改善が図れたと答え
た職員は、７７％だったが、在校時間等の上限を意識してい
る６６％だった。ハード面（時間や行事等）の見直しを積極的
に図っており、学級事務等の時間を確保するよう勧めている
ので、今後はソフト面（個人の意識）を高めていく必要があ
る。

B
学校の評価は適当で、その評価と同等であ
る。 教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●特別支援教育の充実

○　教員の専門性と意識の向上 ○　特別支援に関する知識や支援の在
り方が向上したと考える教員８０％以上

・　個別の支援計画に基づく支援体制を
構築し、校内の連携を図る。
・　特別支援教育に関する研修会、ケー
ス会議等を開催し、情報の共有化を図
る。

A

・学校評価の中間報告の結果から、特別支
援に関する知識や支援の在り方が向上した
と考える教員１００％であった。引き続き、校
内での連携を図っていきたい。

A

・学校評価の最終報告の結果から、特別支援に関する
知識や支援の在り方が向上したと考える教員９５％で
あった。中間報告より５％下がったので、特別支援教育
に関する研修会を充実させることにより、校内での連携
を図っていきたい。

A

学校の評価は適当で、その評価と同等であ
る。 特別支援教育コーディネー

ター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

学校名 伊万里市立二里小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研究を算数科を中心とした研究とし、学級経営を基盤とした基礎学力の定着をめざす。

・教育相談に関して、「教育相談」「特別支援教育部」「生徒指導」が相互に関わることができる組織作りをし、情報交換、情報共有を図りながら、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーに繋げる。

・国見中校区による学校運営協議会を主体としたコミュニティースクールを推進していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内研究（総合的な学習の時間）1年目の研修に取り組み、成果と課題を踏まえて次年度への研究に繋げていきたい。また、学力向上に関して、まずは「音読の力」をつけさせ、「はっきり読むこと」「正しく読むこと」ができる児童を育成し、基礎学力の定着を図る。

・教育相談に関して、「教育相談」「特別支援教育部」「生徒指導」が相互に関わり、情報交換、情報共有を図りながら、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーに繋げる。

・地域人材、地域産業、郷土の歴史を取り入れた教材開発に取り組み、コミュニティースクールならではの教育実践を進める。

２　学校教育目標 　　進んで学び、心やさしく、たくましい児童の育成　　　　《校訓》心きびきび　精いっぱい

３　本年度の重点目標

①　「わかる授業」を基盤とした基礎・基本的な学習内容の確実な定着（家庭との連携による基本的な生活習慣と学習習慣の確率）

②　学校及び家庭の教育力を高める組織的な教育相談体制の確立と個別の支援体制の充実（いじめの未然防止等を含む）

③　運動の楽しさを実感できる体育学習の充実と運動の日常化（体つくりの奨励等）


